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 ■平成１７年第１回定例会一般質問 

ホーム／市政あれこれ／市議会／平成１7年第１回定例会一般質問

 平成１７年第１回市議会定例会の一般質問が次の日程で行われます。 

 

 ・日  時 ２月９日（水）、１０日（木）いずれも午前１０時から（２月１３日の日曜議会一般質問 

      の内容については、日曜議会をお知らせする本ホームページ上に掲載します。) 

 ・質問内容 下表のとおり 

 ・問 合 先 議会事務局（電話 ０４２－３８７－９９４７）

 ２月９日（水）

氏  名 発  言  の  表  題

関根優司

よりよい介護保険制度のために

１ ４年間の質問をふりかえって

２ 今、何が求められるか

 (1) 負担の軽減

 (2) 介護基盤の整備

 (3) 施設の経営と従事者の待遇

 (4) 要介護認定や制度そのものの欠点・矛盾

 (5) 国の制度改定を展望して

若竹綾子

１  市政を育てる市民の知恵を、市長は「聞きおく」だけで済ませてはならない。真の市民参画

を求め市に期待する市民に応えていただきたい

 (1) 「環境政策」グリーンネックレスのＪＲ高架事業への提言を活かせ

 (2) 「まちづくり」まちづくり条例策定委員会の意向をしっかりと汲むこと 

２  巨大な赤字を垂れ流す再開発では市民サービスは向上できない

 (1) 市は現市民サービスがまだまだ基本的レベルであることを認識すべき 

 (2) ケアレスミス、メンテナンス不足多発がいつか大きな事故につながることは大企業の事例

を見ても明らかで、最低ライン保持が目標では市民の安全と健康を守れません。来年度当初

予算書を眺めながら質問します 

３  市長の市議会批判は的を得ていない

 (1) 議会が市民サービス予算をすべて認めた修正予算案をせっかく可決しても、市長はこと

ごとく再議に付し続け、最終的には暫定予算という市民にとって不幸な状況が繰り返された責

任は、市議会議員の要望や提案をきちんと受け止めない、市長にあったのにもかかわらず、

「議会がわたしを理解しない」等とマスコミにも市民にも説明をしつづけた市長であった。ことの

本質を正しく市民に伝えつつ、議会の意見に謙虚に従う姿勢を持ってください

小尾武人

１ 次代を担う世代に「平和学」の推進を憎悪と対立の根をなくす挑戦を小金井市から

 (1) 国連の「人権教育のための世界プログラム｣にそって、青少年への人権教育の取組を

 (2) 次代を担う世代に批判力、考察力を高める軍縮・不拡散教育の推進を

・電子申請について

・電子調達について



２ 小金井市の現下の市民的課題について

 (1) 直下型地震に対する小金井市の対応の現況について

鈴木洋子

１ 小学校の防犯安全対策に「スクールガードシステム」の導入を

 (1) 保護者や児童に安心安全を確保するための施策を

 (2) 現在の小学校の防犯安全対策の実態はどうなっているのか

２ 子育て支援の充実

 (1) 学童保育の時間延長ができないか

 (2) 病後時保育、その後の検討は

３  小金井市文化芸術振興基本条例の進捗状況を問う

藤村忍

１  環境教育の推進に関する方針、計画等の策定について

２  学校教育等での環境教育について

３  人材育成について

渡辺大三

１  駅前ロータリーの正面に文化ホールは必要か

 (1) 武蔵小金井駅南口の再開発は実施すべき事業だが、現計画は駅前ロータリーの正面に

(北口で言えば西友の位置に)文化ホールという内容であり、見直しの必要がある。位置は、公

会堂用地もしくは蛇の目ミシン跡地とすべきだ

 (2) 市は、｢駅前｣「公会堂｣「蛇の目」の各々の場合の経費比較すらしていない。各々につい

て、試算を公表すべきだ

 (3) 市は、文化ホール等の赤字を毎年２億２０００万円（１日６０万円）としている。リース庁舎

の年間賃料とほぼ同額である。しかも、この数字には大規模修繕の積立金は見込まれていな

い。実際にはいくらとなるのか

 ２月１０日（木）

氏  名 発  言  の  表  題

板倉真也

１  子育て支援の充実に向けて

 (1) 認可保育所の増設を

 (2) 緊急一時保育を全ての認可保育所で実施を

 (3) 病児保育の実施を

 (4) 子育て支援センターを市の中心部で行えるよう具体化を

 (5) 乳幼児医療費無料化の所得制限撤廃を、小学校入学前まで計画的に拡充すること

野見山修吉

１  図書館協議会活動を経てきた課題

 (1) 職員の質的向上について、配置の考え方は

 (2) 館長もカウンターに立ち、市民と直接、接しないか

 (3) 文庫本をおかず、本を読む空間を広げる。あまり読まれない全集本は地下へ移す

 (4) 地下の読書室の活用を広げる。勉強部屋として活用できないか

 (5) レファレンスコーナーの活用と見直しを

漢人明子

１  地球温暖化防止計画について

 (1) 環境施策の緊急性に対応するため、人員増など環境政策課の強化を

 (2) 自然エネルギーの導入をすすめよう

 (3) 廃食油の回収によるバイオディーゼル燃料の導入を検討しないか



 

このページのトップへ

２  市民参加条例の施行から１０か月

 (1) 成果と課題について

 (2) 市民参加推進会議の委員構成について

和田茂雄

１  発達障害者支援法の成立で、本市の支援策はどうなるか

 (1) 母子保健法および学校保健法に基づく健康診査を充実させ、障害の早期発見に取り組

むべきだ

 (2) 大学、研究機関との連携による施策の充実を図るべきだ

２  青少年の健全育成のために

稲垣庸子

１  図書館を考える―これから編―

 (1) レファレンスについて

 (2) 選書について

 (3) 定点写真について

２  小金井のスポーツを考える

 (1) 市民スポーツの現状と新しい動きについて

 (2) 総合型地域スポーツクラブについて

 (3) 第６０回国民体育大会について

井上忠男

１  リース・借家庁舎をいつまでつづけるのか

 (1) 当初の１０年間の契約中に庁舎を建設するという約束は守られず、また５年間延長した

が自前庁舎建設の見通し

 (2) 利子を含め１２０億円の庁舎建設予定地（ジャノメ跡地）を４３億円で交換するのはやめる

べき

 (3) 駅前に９２億円の庁舎建設計画はムダづかいになると考える

 (4) ジャノメに庁舎を建設する方針から借家庁舎に４０億円以上もかけ、今度は駅前に建設

するという方針転換した責任を問う

 (5) なぜジャノメ跡地に建設しないのか

 


